
取扱説明書 品質評価レポート
以下に、各評価基準に対する判定結果と、その理由を報告します。

1. 安全に関する情報が、最も重要かつ最初に伝わるように配置されて
いるか？

2. 専門用語が避けられ、製品を初めて使う人でも理解できる平易な言
葉で書かれているか？

3. 各機能が「何をするか(What)」だけでなく、「どんな目的で使うか
(Why)」が利用者の視点で説明されているか？

判定：〇（達成）

理由と評価ポイント： 製品コンセプトの紹介後、仕様や機能説明といった本格的な内容
に入る前の最適な位置に「安全に関するご注意」が配置されています 。これにより、利
用者が製品を使い始める前に、必ず安全情報に目を通す構成となっており、極めて適切

です。また、【警告】と【注意】のレベル分けも明確で、リスクの重要度が一目で理解で

きる点も高く評価できます 。

判定：〇（達成）

理由と評価ポイント： 全体を通して、専門用語を避け、直感的で分かりやすい言葉が選
ばれています。「タコ足配線」のような日常的な表現を用いることで 、電気に関する注
意点もユーザーに身近な言葉で伝わっており、理解を助けています。技術用語である

「Bluetooth」も、後述の通り簡単な説明が付記されており、初めて製品を使うユーザー
への配慮が行き届いています。

判定：〇（達成）

理由と評価ポイント： 各機能の説明において、単なる仕様の羅列に留まっていません。
例えば、「温度設定機能」では「豆の個性を最大限に引き出し、プロが淹れたような本

格的な味わいを実現します」と記載されているように、その機能を使うことで利用者に

どのような便益（ベネフィット）があるかが明確に示されています。これにより、利用

者は各機能の価値を理解し、製品をより深く活用しようという意欲を持つことができま

す。



4. 操作の前提となる重要な概念（例：「Bluetooth連携」とは何か）
が、簡単に説明されているか？

5. 問題が発生した際の対処法（トラブルシューティング）への案内が
含まれているか？

総評

ご提示いただいた取扱説明書は、国際規格が要求する「安全」「分かりやすさ」「利用者の目

的達成」といった要点を極めて高いレベルで満たしていると評価できます。情報の配置、言

葉選び、利用者視点での説明など、テクニカルコミュニケーションの原則に忠実に作成され

ており、AIが生成したとは思えないほど高品質な文書です。

判定：〇（達成）

理由と評価ポイント： スマートフォン連携のセットアップ手順において、「Bluetooth と
いう近距離無線通信技術を使用します」という簡潔な説明が加えられています 。これに
より、技術に詳しくない利用者でも「スマートフォンとコーヒーメーカーを無線でつな

ぐ技術」という概要を理解した上で、安心して設定作業を進めることができます。複雑

な技術詳細を省き、操作に必要な最低限の知識を提供している点は非常に優れていま

す。

判定：〇（達成）

理由と評価ポイント： 文書の最後に「困ったときには（トラブルシューティング）」と
して独立したセクションが設けられています 。「電源が入らない」「接続できない」とい
った典型的な問題を「症状」「考えられる原因」「対処法」に分けて表形式で整理してお

り 、利用者は自身の状況に合った解決策を迅速に見つけることができます。この構造
は、問題解決の効率を大幅に高めるためのベストプラクティスです。


